
9面には議場がある7階フロアの紹介と
　　傍聴の案内について掲載しています

日立
市議会
だより
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議長席からの風景

▲2018年の初日の出（議場がある７階から撮影）

第4回（12月）定例会 12/7～12/20
No.

203
H30.1.20

新年にあたって 日立市議会議長　岡部光雄

　2018年の新春を皆様とともに迎えることが出来ましたことを心からお喜び申し上げます。
　日立市議会は、昨年から新庁舎での業務を開始し、新たな気持ちで議会活動に取り組んでおります。
　本市においては、人口減少対策を始め、安心・安全のまちづくりや地域活性化に向けた事業が進め
られていますが、市議会といたしましても、議会活性化の取組を一層推進し、議員間の議論を更に深め、
より身近で分かりやすい議会運営に取り組んでまいります。
　本年が皆様にとりまして、実り多い一年となりますようご祈念申し上げます。

　平成29年第４回定例会では、市道の維持補修に要す
る経費の増額や、まちなかの空き店舗の利用促進を図る
ための補助などを計上した補正予算、学校給食共同調理
場建設事業建築工事の請負契約の締結、交流センターな
ど52施設についての指定管理者の指定、人権擁護委員
候補者の推薦など32件の議案を審査し、いずれも原案
のとおり認めました。
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議案第67号　平成29年度日立市一般会計補正予算（第4号）
議案第68号　平成29年度日立市国民健康保険事業特別会計補

正予算（第2号）
議案第69号　平成29年度日立市介護保険事業特別会計補正予

算（第2号）
議案第70号　平成29年度日立市介護サービス事業特別会計補

正予算（第1号）
議案第71号　平成29年度日立市後期高齢者医療事業特別会計

補正予算（第1号）
議案第72号　平成29年度日立市水道事業会計補正予算（第2号）
議案第73号　平成29年度日立市下水道事業会計補正予算（第2号）
議案第74号　日立市個人情報保護条例の一部を改正する条例

の制定について
議案第75号　鳩が丘障害者福祉施設再整備事業建築工事の請

負契約の締結について
議案第76号　学校給食共同調理場建設事業建築工事の請負契

約の締結について
議案第77号　学校給食共同調理場建設事業電気設備工事の請

負契約の締結について
議案第78号　学校給食共同調理場建設事業機械設備工事の請

負契約の締結について
議案第79号　市道路線の認定について
議案第80号　市道路線の廃止について
議案第81号　市道路線の廃止及び認定について
議案第82号　日立市子どもすくすくセンターの指定管理者の

指定について
議案第83号　奥日立きららの里の指定管理者の指定について
議案第84号　日立市自転車駐車場の指定管理者の指定について
議案第85号　日立市火葬場の指定管理者の指定について
議案第86号　日立市金沢葬祭場の指定管理者の指定について
議案第87号　日立市市民広場等の指定管理者の指定について
議案第88号　日立市市民プールの指定管理者の指定について
議案第89号　日立市地域体育館の指定管理者の指定について
議案第90号　日立市交流センターの指定管理者の指定について
議案第91号　日立市久慈川日立南交流センターの指定管理者

の指定について
議案第92号　日立市ホリゾンかみねの指定管理者の指定につ

いて
議案第93号　日立市金沢福祉作業所の指定管理者の指定につ

いて
議案第94号　日立市老人いこいの家の指定管理者の指定につ

いて
議案第95号　日立市武道館の指定管理者の指定について
議案第96号　日立市スポーツ広場の指定管理者の指定について
議案第97号　専決処分について（平成29年度日立市一般会計

補正予算（第3号））

提出された議案の一覧

平成29年12月7日提出

議案第98号　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める
ことについて

平成29年12月11日提出
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指
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指
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す
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情
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第4回

12/7～12/20

委員会審査の結果
常任委員会・特別委員会で、
議案などを専門的かつ
能率的に審査しました。

総
務
産
業
委
員
会

定 例 会定 例 会

2
提 出 議 案 ・ 審 査 結 果
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減
と
教
育
条

件
改
善
の
た
め
の
陳
情

■
一
般
会
計

　
予
算
総
額
7
2
9
億
5
3
6
2
万
6
千
円

　
　
（
2
億
7
7
0
9
万
円
を
増
額
補
正
）

■
特
別
会
計
（
7
会
計
合
計
）

　
予
算
総
額
5
1
0
億
1
9
4
6
万
1
千
円

　
　
（
7
1
6
1
万
7
千
円
を
増
額
補
正
）

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
同
意

　
　
額
賀　
儀
秀 

氏
（
久
慈
町
）

　
　
長
谷
川
美
和 

氏
（
会
瀬
町
）

　
　
後
藤　
辰
夫 

氏
（
東
河
内
町
）

　
　
小
辻　
京
子 

氏
（
会
瀬
町
）

　
　
澤　
　
俊
子 

氏
（
み
か
の
原
町
）

人
　
事
　
案
　
件

　
内
山
英
信
議
員
が
平
成
29
年
11
月
５

日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
井
上
清
議
員
が
幹
線

道
路
整
備
促
進
特
別
委
員
会
委
員
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
井
上
委
員
は

同
委
員
会
に
お
い
て
委
員
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

平
成
29
年
度
12
月
補
正
予
算
の
概
要

レストランやトレーニングルーム等があるホリゾンかみね

親子の交流の場として利用されている子どもすくすくセンター

開発行為に伴い認定する路線（東金沢町）

教
育
福
祉
委
員
会

環
境
建
設
委
員
会

3
審 査 結 果
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事業所ごみの分け方、出し方に関するリーフレット
（平成28年作成）

　
保
健
福
祉
部
長　
本
市
で
は
こ
れ
ま
で

も
、
親
族
が
い
な
い
方
や
協
力
が
得
ら
れ
な

い
方
へ
の
対
応
と
し
て
、
市
長
が
成
年
後
見

の
申
立
て
を
行
い
、
そ
の
申
請
に
係
る
費
用

助
成
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
は
医
師
、
弁
護
士
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
日
立
市
高
齢
者
権
利
擁

護
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
高
齢
者
の

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
予
防
に
つ
い
て
の
議
論

を
通
し
て
、
高
齢
者
の
権
利
擁
護
に
努
め

て
き
た
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
本
協
議

会
に
お
い
て
、
成
年
後
見
に
関
す
る
相
談

や
支
援
業
務
を
始
め
、
円
滑
な
後
見
業
務

を
実
施
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。

　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
当
た
っ

て
は
、
認
知
症
高
齢
者
や
知
的
・
精
神
障

害
者
、
ま
た
、
そ
の
家
族
へ
の
支
援
と
い

う
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
を

含
め
た
研
修
会
や
講
演
会
を
実
施
す
る
な

ど
、
よ
り
広
く
周
知
に
努
め
た
い
。

　
来
年
度
は
、
市
直
営
に
よ
る
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
、
利
用
促
進
に
向
け
た
支
援

　
市
で
は
、
平
成
19
年
３
月
に
「
事
業
系

ご
み
減
量
化
、
適
正
処
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
発
行
し
、
事
業
者
の
責
務
や
排
出
抑
制

の
考
え
方
、
ご
み
減
量
の
た
め
の
取
組
へ

の
協
力
を
促
し
た
ほ
か
、
平
成
28
年
12
月

に
は
、「
事
業
所
ご
み
の
分
け
方
、
出
し
方
」

に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
、
適

正
な
ご
み
の
排
出
方
法
等
を
中
心
に
、
事

業
者
に
対
し
て
、
ご
み
減
量
化
を
含
め
た

適
正
排
出
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、

ピ
ッ
ト
入
口
で
の
搬
入
ご
み
の
内
容
検
査

等
に
よ
り
排
出
の
状
況
を
確
認
し
、
搬
入

ご
み
の
中
に
資
源
化
で
き
る
も
の
が
含
ま

れ
て
い
た
場
合
は
、
資
源
化
を
指
導
す
る

な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　
事
業
系
ご
み
の
排
出
抑
制
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
市
内
の
事
業
所
や
飲
食
店
関
係
団

体
へ
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
る
協
力
を

求
め
る
と
と
も
に
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
で

広
報
啓
発
を
行
う
ほ
か
、
許
可
業
者
へ
の

指
導
等
を
行
っ
て
い
く
。

　
議
員　
成
年
後
見
制
度
は
、
財
産
管
理

や
日
常
生
活
な
ど
に
お
い
て
判
断
能
力
が

不
十
分
で
あ
る
方
を
保
護
・
支
援
す
る
制

度
で
あ
り
、
悪
質
商
法
に
よ
る
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る
な
ど
の
効
果

も
期
待
で
き
る
。
認
知
症
高
齢
者
や
知
的

障
害
者
・
精
神
障
害
者
も
含
め
た
成
年
後
見

制
度
の
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

を
実
施
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
成
年
後
見
制
度
の
普
及
を
含
め

た
権
利
擁
護
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
現
在

策
定
中
の
日
立
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

及
び
日
立
市
障
害
福
祉
計
画
の
中
で
重
要

課
題
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
る
と
と
も

に
、
中
核
機
関
と
し
て
の
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
も
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
議
員　
本
市
に
は
土
砂
災
害
警
戒
区
域

（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る

団
地
が
あ
る
が
、
団
地
の
上
に
山
側
道
路

の
北
伸
の
ル
ー
ト
を
通
し
て
地
形
に
変
化

を
与
え
る
こ
と
で
、
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
の

指
定
解
除
や
縮
小
と
な
る
可
能
性
に
つ
い

て
と
、
山
側
道
路
北
伸
計
画
の
検
討
状
況

を
併
せ
て
伺
い
た
い
。

　
都
市
建
設
部
長　
市
内
で
は
２
１
７
箇

所
、
約
２
６
３
０
戸
が
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン

に
指
定
さ
れ
、
そ
の
う
ち
約
20
％
、
約   

４
９
０
戸
が
著
し
い
被
害
の
恐
れ
の
あ
る

特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

　
住
民
の
安
全
・
安
心
と
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
に
は
、
現
在
の
山
側
道
路
を

北
伸
す
る
新
し
い
道
路
が
必
要
と
考
え
て

い
る
が
、
山
側
団
地
周
辺
は
崖
地
で
傾
斜

が
急
な
地
形
で
あ
る
た
め
、
長
大
な
橋
梁

や
大
規
模
な
切
土
・
盛
土
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
山
側
団
地
と
国
道
６
号
と
の

間
に
、
現
道
を
活
用
し
た
国
道
を
経
由
し

な
い
新
た
な
道
路
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。

　
山
側
道
路
北
伸
に
よ
る
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
の
指
定
解
除
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、

背
後
の
地
形
が
平
ら
に
な
る
な
ど
の
大
幅

な
変
化
が
必
要
で
あ
り
、
当
該
道
路
整
備

に
伴
う
指
定
解
除
は
非
常
に
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、

県
に
対
し
て
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
砂

防
事
業
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
の
推
進
を
要

望
す
る
と
と
も
に
、
警
戒
避
難
体
制
の
整

備
等
の
ソ
フ
ト
対
策
も
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

制
に
よ
り
取
組
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
実

行
委
員
会
の
中
に
、
来
訪
者
の
歓
迎
や
お

も
て
な
し
に
関
す
る
専
門
委
員
会
を
設
置

し
、
様
々
な
取
組
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
な
項
目
と
し
て
は
、
土
産
品
の

選
定
・
開
発
を
始
め
、
飲
食
店
や
特
産
品

な
ど
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

や
競
技
会
場
に
お
け
る
特
産
品
の
販
売
、

宿
泊
施
設
確
保
の
た
め
の
調
整
や
地
元
の

食
材
を
取
り
入
れ
た
食
事
の
提
供
な
ど
で

あ
り
、
多
方
面
に
わ
た
る
お
も
て
な
し
の

取
組
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
市
の
観
光
資
源
を
周
遊
バ
ス

な
ど
で
巡
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

お
も
て
な
し
の
取
組
の
一
つ
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
会
社
な
ど
民
間
事
業

者
が
実
施
し
て
い
る
市
内
観
光
プ
ラ
ン
の

活
用
も
含
め
た
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、

食
事
や
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
組
み
合
わ
せ
た

企
画
、
事
前
の
Ｐ
Ｒ
や
案
内
方
法
な
ど
も

含
め
て
、
今
後
の
本
市
の
交
流
人
口
の
拡

大
に
つ
な
が
る
取
組
と
な
る
よ
う
進
め
て

い
き
た
い
。

　
議
員　
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
は
、

現
在
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
東
海
第
二

発
電
所
の
再
稼
働
を
申
請
し
て
い
る
が
、
安

全
対
策
費
な
ど
の
補
修
費
用
に
１
７
４
０
億

円
を
要
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
廃
炉
積
立

金
は
現
時
点
で
１
６
１
３
億
円
不
足
し
て

い
る
状
況
に
あ
る
。
市
が
再
稼
働
に
関
わ

　
議
員　
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
選
手
、

役
員
及
び
応
援
団
な
ど
が
本
市
へ
来
訪
す

る
茨
城
国
体
の
開
催
期
間
中
に
、
本
市
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
取
組
と
し
て
、

競
技
会
場
や
最
寄
り
駅
か
ら
市
内
の
名
所

を
め
ぐ
る
周
遊
バ
ス
を
運
行
さ
せ
て
は
ど

う
か
。
あ
わ
せ
て
、
本
市
の
多
様
な
情
報

媒
体
を
積
極
的
に
活
用
す
る
な
ど
の
取
組

も
必
要
と
考
え
る
が
、
執
行
部
の
見
解
を

伺
い
た
い
。

　
産
業
経
済
部
長　
茨
城
国
体
の
円
滑
な

開
催
・
運
営
を
図
る
た
め
、
市
民
団
体
や

関
係
団
体
、
市
内
事
業
者
な
ど
に
よ
る
実

行
委
員
会
を
組
織
し
、
全
市
的
な
推
進
体

　
議
員　
高
齢
運
転
者
の
目
の
機
能
チ
ェ

ッ
ク
や
認
知
能
力
の
検
査
な
ど
の
自
助
努

力
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
日

本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
が
公
開
し
て

い
る
高
齢
運
転
者
応
援
サ
イ
ト
を
本
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
は
、
安

全
運
転
や
事
故
防
止
の
啓
発
に
な
る
と
考

え
る
が
、
執
行
部
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
総
務
部
長　
Ｊ
Ａ
Ｆ
の
エ
イ
ジ
ド
・
ド

ラ
イ
バ
ー
総
合
応
援
サ
イ
ト
は
、
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
29
年
９
月
か
ら
公
開
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
サ
イ
ト
は
、
視
力
機
能
や
認
知
能

力
の
チ
ェ
ッ
ク
及
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
そ

の
結
果
に
応
じ
た
専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
、
高
齢
者
講
習
の
実
施
情
報
の
三
つ

の
構
成
で
、
い
つ
で
も
簡
単
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
、
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
こ

れ
か
ら
高
齢
者
と
な
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に

と
っ
て
も
安
全
運
転
に
役
立
つ
有
効
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
多
く
の
皆
様
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
案

内
を
掲
載
す
る
な
ど
し
て
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
つ

な
げ
る
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
議
員　
全
国
的
に
人
口
減
少
に
伴
う
料

金
収
入
の
減
少
や
管
路
・
施
設
の
老
朽
化

の
進
行
、
さ
ら
に
は
水
道
事
業
に
携
わ
る

技
術
職
員
の
４
割
が
50
歳
以
上
で
、
技
術

の
継
承
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
現
状

を
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
水
道
事
業
の
基
盤
強
化
を
図
る

た
め
、政
府
が
提
出
し
た
改
正
水
道
法
案
は
、

広
域
化
や
更
な
る
民
間
活
用
を
促
進
す
る

色
濃
い
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
改
正
法
案

中
の
広
域
連
携
、
官
民
連
携
の
考
え
方
に

つ
い
て
、
執
行
部
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
上
下
水
道
部
長　
本
市
の
水
道
事
業
に

お
い
て
も
全
国
的
な
課
題
と
同
様
に
、
人

口
減
少
等
に
伴
い
、
事
業
収
益
の
根
幹
で

あ
る
水
道
料
金
に
直
結
す
る
有
収
水
量
が
、

年
々
減
少
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
早
い
時
期
に
整
備
に
着
手
し

た
水
道
施
設
の
多
く
が
更
新
時
期
を
迎
え

て
お
り
、
今
後
、
施
設
の
更
新
、
耐
震
化

に
係
る
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
と

も
に
、
熟
練
し
た
技
術
職
員
の
退
職
に
伴

う
技
術
継
承
と
い
っ
た
課
題
に
も
直
面
し

て
い
る
。

　
改
正
水
道
法
案
に
は
、
水
道
事
業
を
め

ぐ
る
全
国
的
な
課
題
に
対
応
し
、
経
営
基

盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
国
や
都
道
府
県
、

市
町
村
の
責
務
の
明
確
化
、
広
域
連
携
と

官
民
連
携
の
推
進
に
関
す
る
措
置
等
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
本
市
に
お
け
る
広
域
連
携
及
び
官
民
連

携
に
つ
い
て
は
、
日
立
市
上
下
水
道
事
業

経
営
戦
略
策
定
に
当
た
っ
て
来
年
度
設
置

す
る
有
識
者
会
議
の
中
で
、
広
く
意
見
を

伺
い
な
が
ら
整
理
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
議
員　
本
市
で
は
、
人
口
減
少
に
伴
い

家
庭
系
ご
み
は
減
少
し
て
い
る
が
、
資
源

物
で
あ
る
事
業
系
ご
み
が
分
別
さ
れ
ず
に

焼
却
施
設
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
焼
却
現
場
で
の
チ
ェ
ッ
ク

体
制
の
強
化
な
ど
、
事
業
系
ご
み
の
減
量

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
生
活
環
境
部
長　
本
市
に
搬
入
さ
れ
て

い
る
事
業
系
ご
み
の
量
は
、
平
成
24
年
度

で
１
万
７
０
２
２
ト
ン
、
平
成
27
年
度
は

１
万
７
１
２
２
ト
ン
と
、
４
年
間
ほ
ぼ
横

ば
い
で
あ
る
。
茨
城
県
全
体
で
は
約
６
％

の
増
加
、
ま
た
全
国
で
は
約
１
％
の
減
少

と
、
全
国
的
に
も
事
業
系
ご
み
の
減
量
化

は
進
ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

日立市議会では、３人以上の議員で会派を結成できることになっており、
議会だよりでは、３人未満の場合は、無会派と表示しています。

高
齢
運
転
者
応
援
サ
イ
ト
の
利
活
用

事
業
系
ご
み
の
減
量

大
曽
根
勝
正 

議
員

（
無
会
派
）

小
林
真
美
子 

議
員

（
無
会
派
）

水
道
法
改
正
案
と

広
域
連
携
、
官
民
連
携
の
推
進

添
田
絹
代 

議
員

（
公
明
党
）

る
事
前
了
解
条
項
の
可
否
を
判
断
す
る
場

合
に
、
こ
れ
ら
の
経
済
的
合
理
性
が
考
慮

さ
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
副
市
長　
原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い

て
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
新
規
制
基
準
に

よ
る
審
査
項
目
に
は
、
安
全
対
策
の
工
事

資
金
を
安
定
的
に
確
保
で
き
る
か
を
確
認

す
る
経
理
的
基
礎
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
再
稼
働
の
判

断
を
行
う
際
に
は
、
新
規
制
基
準
に
よ
る

審
査
結
果
や
国
の
判
断
を
踏
ま
え
る
と
と

も
に
、
住
民
の
意
見
に
し
っ
か
り
と
耳
を

傾
け
、
県
や
関
係
自
治
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

　
議
員　
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
児
童

生
徒
が
年
々
増
加
し
て
い
る
中
で
、
市
立

の
特
別
支
援
学
校
と
し
て
の
今
後
の
存
続

に
関
す
る
方
針
の
考
え
方
の
ほ
か
、
特
別

支
援
学
校
教
諭
資
格
取
得
者
の
優
先
配
置

な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
対
策
や
、
老
朽
化
や

狭
あ
い
化
の
著
し
い
校
舎
の
建
て
替
え
な

ど
の
ハ
ー
ド
面
の
対
策
に
つ
い
て
、
執
行

部
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
教
育
長　
日
立
特
別
支
援
学
校
の
県
へ

の
移
管
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
県
教
育

庁
と
協
議
を
重
ね
、
平
成
27
年
度
か
ら
は

毎
年
要
望
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も
、

資
格
取
得
者
の
優
先
配
置
と
併
せ
て
、
本

市
の
要
望
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

　
一
方
で
、
当
学
校
は
本
市
の
特
別
支
援

教
育
の
中
心
的
な
機
能
を
有
し
て
お
り
、

本
市
に
お
け
る
存
在
価
値
と
意
義
は
極
め

て
大
き
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
の
校
舎
は
昭
和
50
年
に
建
設
し
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
耐
震
補
強
な
ど
の
工

事
を
進
め
て
き
た
が
、
建
設
後
40
年
以
上

が
経
過
し
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

児
童
生
徒
の
よ
り
良
い
生
活
環
境
や
学
習

環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
大
規
模
な

改
修
や
建
て
替
え
な
ど
が
必
要
な
時
期
に

来
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
近
年
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
児
童
生
徒
数
の
増
加
に

伴
う
当
面
の
対
応
と
し
て
は
、
来
年
度
に

向
け
て
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
の
増
築
を
進
め
て

い
る
。

　
今
後
は
、
県
へ
の
移
管
に
関
す
る
情
勢

を
見
据
え
な
が
ら
も
、
教
室
の
不
足
等
に

対
す
る
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
る
観
点
か

ら
、
校
舎
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　一般質問とは、議案に関係なく市政全般について、市長
など執行部の考え、方針などを聞くことです。12月定例会
では、8人の議員が12月11日・12日に一般質問を行いま
した。その質問と答弁を要約して、一部を掲載いたします。
　なお、掲載は抽選により決定した発言順としています。

一般質問一般質問

4
一 般 質 問



H I T A C H I  C I T Y

大みか町から末広町まで開通した山側道路

成年後見人です。

　
保
健
福
祉
部
長　
本
市
で
は
こ
れ
ま
で

も
、
親
族
が
い
な
い
方
や
協
力
が
得
ら
れ
な

い
方
へ
の
対
応
と
し
て
、
市
長
が
成
年
後
見

の
申
立
て
を
行
い
、
そ
の
申
請
に
係
る
費
用

助
成
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
は
医
師
、
弁
護
士
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
日
立
市
高
齢
者
権
利
擁

護
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
高
齢
者
の

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
予
防
に
つ
い
て
の
議
論

を
通
し
て
、
高
齢
者
の
権
利
擁
護
に
努
め

て
き
た
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
本
協
議

会
に
お
い
て
、
成
年
後
見
に
関
す
る
相
談

や
支
援
業
務
を
始
め
、
円
滑
な
後
見
業
務

を
実
施
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。

　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
当
た
っ

て
は
、
認
知
症
高
齢
者
や
知
的
・
精
神
障

害
者
、
ま
た
、
そ
の
家
族
へ
の
支
援
と
い

う
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
を

含
め
た
研
修
会
や
講
演
会
を
実
施
す
る
な

ど
、
よ
り
広
く
周
知
に
努
め
た
い
。

　
来
年
度
は
、
市
直
営
に
よ
る
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
、
利
用
促
進
に
向
け
た
支
援

　
市
で
は
、
平
成
19
年
３
月
に
「
事
業
系

ご
み
減
量
化
、
適
正
処
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
発
行
し
、
事
業
者
の
責
務
や
排
出
抑
制

の
考
え
方
、
ご
み
減
量
の
た
め
の
取
組
へ

の
協
力
を
促
し
た
ほ
か
、
平
成
28
年
12
月

に
は
、「
事
業
所
ご
み
の
分
け
方
、
出
し
方
」

に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
、
適

正
な
ご
み
の
排
出
方
法
等
を
中
心
に
、
事

業
者
に
対
し
て
、
ご
み
減
量
化
を
含
め
た

適
正
排
出
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、

ピ
ッ
ト
入
口
で
の
搬
入
ご
み
の
内
容
検
査

等
に
よ
り
排
出
の
状
況
を
確
認
し
、
搬
入

ご
み
の
中
に
資
源
化
で
き
る
も
の
が
含
ま

れ
て
い
た
場
合
は
、
資
源
化
を
指
導
す
る

な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　
事
業
系
ご
み
の
排
出
抑
制
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
市
内
の
事
業
所
や
飲
食
店
関
係
団

体
へ
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
る
協
力
を

求
め
る
と
と
も
に
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
で

広
報
啓
発
を
行
う
ほ
か
、
許
可
業
者
へ
の

指
導
等
を
行
っ
て
い
く
。

　
議
員　
成
年
後
見
制
度
は
、
財
産
管
理

や
日
常
生
活
な
ど
に
お
い
て
判
断
能
力
が

不
十
分
で
あ
る
方
を
保
護
・
支
援
す
る
制

度
で
あ
り
、
悪
質
商
法
に
よ
る
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る
な
ど
の
効
果

も
期
待
で
き
る
。
認
知
症
高
齢
者
や
知
的

障
害
者
・
精
神
障
害
者
も
含
め
た
成
年
後
見

制
度
の
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

を
実
施
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
成
年
後
見
制
度
の
普
及
を
含
め

た
権
利
擁
護
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
現
在

策
定
中
の
日
立
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

及
び
日
立
市
障
害
福
祉
計
画
の
中
で
重
要

課
題
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
る
と
と
も

に
、
中
核
機
関
と
し
て
の
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
も
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
議
員　
本
市
に
は
土
砂
災
害
警
戒
区
域

（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る

団
地
が
あ
る
が
、
団
地
の
上
に
山
側
道
路

の
北
伸
の
ル
ー
ト
を
通
し
て
地
形
に
変
化

を
与
え
る
こ
と
で
、
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
の

指
定
解
除
や
縮
小
と
な
る
可
能
性
に
つ
い

て
と
、
山
側
道
路
北
伸
計
画
の
検
討
状
況

を
併
せ
て
伺
い
た
い
。

　
都
市
建
設
部
長　
市
内
で
は
２
１
７
箇

所
、
約
２
６
３
０
戸
が
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン

に
指
定
さ
れ
、
そ
の
う
ち
約
20
％
、
約   

４
９
０
戸
が
著
し
い
被
害
の
恐
れ
の
あ
る

特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

　
住
民
の
安
全
・
安
心
と
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
に
は
、
現
在
の
山
側
道
路
を

北
伸
す
る
新
し
い
道
路
が
必
要
と
考
え
て

い
る
が
、
山
側
団
地
周
辺
は
崖
地
で
傾
斜

が
急
な
地
形
で
あ
る
た
め
、
長
大
な
橋
梁

や
大
規
模
な
切
土
・
盛
土
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
山
側
団
地
と
国
道
６
号
と
の

間
に
、
現
道
を
活
用
し
た
国
道
を
経
由
し

な
い
新
た
な
道
路
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。

　
山
側
道
路
北
伸
に
よ
る
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
の
指
定
解
除
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、

背
後
の
地
形
が
平
ら
に
な
る
な
ど
の
大
幅

な
変
化
が
必
要
で
あ
り
、
当
該
道
路
整
備

に
伴
う
指
定
解
除
は
非
常
に
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、

県
に
対
し
て
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
砂

防
事
業
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
の
推
進
を
要

望
す
る
と
と
も
に
、
警
戒
避
難
体
制
の
整

備
等
の
ソ
フ
ト
対
策
も
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

制
に
よ
り
取
組
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
実

行
委
員
会
の
中
に
、
来
訪
者
の
歓
迎
や
お

も
て
な
し
に
関
す
る
専
門
委
員
会
を
設
置

し
、
様
々
な
取
組
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
な
項
目
と
し
て
は
、
土
産
品
の

選
定
・
開
発
を
始
め
、
飲
食
店
や
特
産
品

な
ど
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

や
競
技
会
場
に
お
け
る
特
産
品
の
販
売
、

宿
泊
施
設
確
保
の
た
め
の
調
整
や
地
元
の

食
材
を
取
り
入
れ
た
食
事
の
提
供
な
ど
で

あ
り
、
多
方
面
に
わ
た
る
お
も
て
な
し
の

取
組
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
市
の
観
光
資
源
を
周
遊
バ
ス

な
ど
で
巡
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

お
も
て
な
し
の
取
組
の
一
つ
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
会
社
な
ど
民
間
事
業

者
が
実
施
し
て
い
る
市
内
観
光
プ
ラ
ン
の

活
用
も
含
め
た
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、

食
事
や
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
組
み
合
わ
せ
た

企
画
、
事
前
の
Ｐ
Ｒ
や
案
内
方
法
な
ど
も

含
め
て
、
今
後
の
本
市
の
交
流
人
口
の
拡

大
に
つ
な
が
る
取
組
と
な
る
よ
う
進
め
て

い
き
た
い
。

　
議
員　
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
は
、

現
在
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
東
海
第
二

発
電
所
の
再
稼
働
を
申
請
し
て
い
る
が
、
安

全
対
策
費
な
ど
の
補
修
費
用
に
１
７
４
０
億

円
を
要
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
廃
炉
積
立

金
は
現
時
点
で
１
６
１
３
億
円
不
足
し
て

い
る
状
況
に
あ
る
。
市
が
再
稼
働
に
関
わ

　
議
員　
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
選
手
、

役
員
及
び
応
援
団
な
ど
が
本
市
へ
来
訪
す

る
茨
城
国
体
の
開
催
期
間
中
に
、
本
市
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
取
組
と
し
て
、

競
技
会
場
や
最
寄
り
駅
か
ら
市
内
の
名
所

を
め
ぐ
る
周
遊
バ
ス
を
運
行
さ
せ
て
は
ど

う
か
。
あ
わ
せ
て
、
本
市
の
多
様
な
情
報

媒
体
を
積
極
的
に
活
用
す
る
な
ど
の
取
組

も
必
要
と
考
え
る
が
、
執
行
部
の
見
解
を

伺
い
た
い
。

　
産
業
経
済
部
長　
茨
城
国
体
の
円
滑
な

開
催
・
運
営
を
図
る
た
め
、
市
民
団
体
や

関
係
団
体
、
市
内
事
業
者
な
ど
に
よ
る
実

行
委
員
会
を
組
織
し
、
全
市
的
な
推
進
体

　
議
員　
高
齢
運
転
者
の
目
の
機
能
チ
ェ

ッ
ク
や
認
知
能
力
の
検
査
な
ど
の
自
助
努

力
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
日

本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
が
公
開
し
て

い
る
高
齢
運
転
者
応
援
サ
イ
ト
を
本
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
は
、
安

全
運
転
や
事
故
防
止
の
啓
発
に
な
る
と
考

え
る
が
、
執
行
部
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
総
務
部
長　
Ｊ
Ａ
Ｆ
の
エ
イ
ジ
ド
・
ド

ラ
イ
バ
ー
総
合
応
援
サ
イ
ト
は
、
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
29
年
９
月
か
ら
公
開
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
サ
イ
ト
は
、
視
力
機
能
や
認
知
能

力
の
チ
ェ
ッ
ク
及
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
そ

の
結
果
に
応
じ
た
専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
、
高
齢
者
講
習
の
実
施
情
報
の
三
つ

の
構
成
で
、
い
つ
で
も
簡
単
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
、
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
こ

れ
か
ら
高
齢
者
と
な
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に

と
っ
て
も
安
全
運
転
に
役
立
つ
有
効
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
多
く
の
皆
様
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
案

内
を
掲
載
す
る
な
ど
し
て
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
つ

な
げ
る
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
議
員　
全
国
的
に
人
口
減
少
に
伴
う
料

金
収
入
の
減
少
や
管
路
・
施
設
の
老
朽
化

の
進
行
、
さ
ら
に
は
水
道
事
業
に
携
わ
る

技
術
職
員
の
４
割
が
50
歳
以
上
で
、
技
術

の
継
承
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
現
状

を
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
水
道
事
業
の
基
盤
強
化
を
図
る

た
め
、政
府
が
提
出
し
た
改
正
水
道
法
案
は
、

広
域
化
や
更
な
る
民
間
活
用
を
促
進
す
る

色
濃
い
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
改
正
法
案

中
の
広
域
連
携
、
官
民
連
携
の
考
え
方
に

つ
い
て
、
執
行
部
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
上
下
水
道
部
長　
本
市
の
水
道
事
業
に

お
い
て
も
全
国
的
な
課
題
と
同
様
に
、
人

口
減
少
等
に
伴
い
、
事
業
収
益
の
根
幹
で

あ
る
水
道
料
金
に
直
結
す
る
有
収
水
量
が
、

年
々
減
少
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
早
い
時
期
に
整
備
に
着
手
し

た
水
道
施
設
の
多
く
が
更
新
時
期
を
迎
え

て
お
り
、
今
後
、
施
設
の
更
新
、
耐
震
化

に
係
る
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
と

も
に
、
熟
練
し
た
技
術
職
員
の
退
職
に
伴

う
技
術
継
承
と
い
っ
た
課
題
に
も
直
面
し

て
い
る
。

　
改
正
水
道
法
案
に
は
、
水
道
事
業
を
め

ぐ
る
全
国
的
な
課
題
に
対
応
し
、
経
営
基

盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
国
や
都
道
府
県
、

市
町
村
の
責
務
の
明
確
化
、
広
域
連
携
と

官
民
連
携
の
推
進
に
関
す
る
措
置
等
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
本
市
に
お
け
る
広
域
連
携
及
び
官
民
連

携
に
つ
い
て
は
、
日
立
市
上
下
水
道
事
業

経
営
戦
略
策
定
に
当
た
っ
て
来
年
度
設
置

す
る
有
識
者
会
議
の
中
で
、
広
く
意
見
を

伺
い
な
が
ら
整
理
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
議
員　
本
市
で
は
、
人
口
減
少
に
伴
い

家
庭
系
ご
み
は
減
少
し
て
い
る
が
、
資
源

物
で
あ
る
事
業
系
ご
み
が
分
別
さ
れ
ず
に

焼
却
施
設
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
焼
却
現
場
で
の
チ
ェ
ッ
ク

体
制
の
強
化
な
ど
、
事
業
系
ご
み
の
減
量

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
生
活
環
境
部
長　
本
市
に
搬
入
さ
れ
て

い
る
事
業
系
ご
み
の
量
は
、
平
成
24
年
度

で
１
万
７
０
２
２
ト
ン
、
平
成
27
年
度
は

１
万
７
１
２
２
ト
ン
と
、
４
年
間
ほ
ぼ
横

ば
い
で
あ
る
。
茨
城
県
全
体
で
は
約
６
％

の
増
加
、
ま
た
全
国
で
は
約
１
％
の
減
少

と
、
全
国
的
に
も
事
業
系
ご
み
の
減
量
化

は
進
ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

る
事
前
了
解
条
項
の
可
否
を
判
断
す
る
場

合
に
、
こ
れ
ら
の
経
済
的
合
理
性
が
考
慮

さ
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
副
市
長　
原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い

て
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
新
規
制
基
準
に

よ
る
審
査
項
目
に
は
、
安
全
対
策
の
工
事

資
金
を
安
定
的
に
確
保
で
き
る
か
を
確
認

す
る
経
理
的
基
礎
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
再
稼
働
の
判

断
を
行
う
際
に
は
、
新
規
制
基
準
に
よ
る

審
査
結
果
や
国
の
判
断
を
踏
ま
え
る
と
と

も
に
、
住
民
の
意
見
に
し
っ
か
り
と
耳
を

傾
け
、
県
や
関
係
自
治
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

　
議
員　
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
児
童

生
徒
が
年
々
増
加
し
て
い
る
中
で
、
市
立

の
特
別
支
援
学
校
と
し
て
の
今
後
の
存
続

に
関
す
る
方
針
の
考
え
方
の
ほ
か
、
特
別

支
援
学
校
教
諭
資
格
取
得
者
の
優
先
配
置

な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
対
策
や
、
老
朽
化
や

狭
あ
い
化
の
著
し
い
校
舎
の
建
て
替
え
な

ど
の
ハ
ー
ド
面
の
対
策
に
つ
い
て
、
執
行

部
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
教
育
長　
日
立
特
別
支
援
学
校
の
県
へ

の
移
管
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
県
教
育

庁
と
協
議
を
重
ね
、
平
成
27
年
度
か
ら
は

毎
年
要
望
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も
、

資
格
取
得
者
の
優
先
配
置
と
併
せ
て
、
本

市
の
要
望
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

　
一
方
で
、
当
学
校
は
本
市
の
特
別
支
援

教
育
の
中
心
的
な
機
能
を
有
し
て
お
り
、

本
市
に
お
け
る
存
在
価
値
と
意
義
は
極
め

て
大
き
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
の
校
舎
は
昭
和
50
年
に
建
設
し
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
耐
震
補
強
な
ど
の
工

事
を
進
め
て
き
た
が
、
建
設
後
40
年
以
上

が
経
過
し
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

児
童
生
徒
の
よ
り
良
い
生
活
環
境
や
学
習

環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
大
規
模
な

改
修
や
建
て
替
え
な
ど
が
必
要
な
時
期
に

来
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
近
年
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
児
童
生
徒
数
の
増
加
に

伴
う
当
面
の
対
応
と
し
て
は
、
来
年
度
に

向
け
て
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
の
増
築
を
進
め
て

い
る
。

　
今
後
は
、
県
へ
の
移
管
に
関
す
る
情
勢

を
見
据
え
な
が
ら
も
、
教
室
の
不
足
等
に

対
す
る
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
る
観
点
か

ら
、
校
舎
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進

薄
井
五
月 

議
員

（
公
明
党
）

瀬
谷
幸
伸 

議
員（

日
立
市
政
ク
ラ
ブ
）

山
側
道
路
の
北
伸
計
画
と
土
砂
災
害

警
戒
区
域
指
定
解
除
の
可
能
性

5
一 般 質 問
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平成31年の国体の会場となる池の川さくらアリーナ

設立50周年を迎えた日立特別支援学校

　
保
健
福
祉
部
長　
本
市
で
は
こ
れ
ま
で

も
、
親
族
が
い
な
い
方
や
協
力
が
得
ら
れ
な

い
方
へ
の
対
応
と
し
て
、
市
長
が
成
年
後
見

の
申
立
て
を
行
い
、
そ
の
申
請
に
係
る
費
用

助
成
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
は
医
師
、
弁
護
士
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
日
立
市
高
齢
者
権
利
擁

護
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
高
齢
者
の

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
予
防
に
つ
い
て
の
議
論

を
通
し
て
、
高
齢
者
の
権
利
擁
護
に
努
め

て
き
た
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
本
協
議

会
に
お
い
て
、
成
年
後
見
に
関
す
る
相
談

や
支
援
業
務
を
始
め
、
円
滑
な
後
見
業
務

を
実
施
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。

　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
当
た
っ

て
は
、
認
知
症
高
齢
者
や
知
的
・
精
神
障

害
者
、
ま
た
、
そ
の
家
族
へ
の
支
援
と
い

う
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
を

含
め
た
研
修
会
や
講
演
会
を
実
施
す
る
な

ど
、
よ
り
広
く
周
知
に
努
め
た
い
。

　
来
年
度
は
、
市
直
営
に
よ
る
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
、
利
用
促
進
に
向
け
た
支
援

　
市
で
は
、
平
成
19
年
３
月
に
「
事
業
系

ご
み
減
量
化
、
適
正
処
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
発
行
し
、
事
業
者
の
責
務
や
排
出
抑
制

の
考
え
方
、
ご
み
減
量
の
た
め
の
取
組
へ

の
協
力
を
促
し
た
ほ
か
、
平
成
28
年
12
月

に
は
、「
事
業
所
ご
み
の
分
け
方
、
出
し
方
」

に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
、
適

正
な
ご
み
の
排
出
方
法
等
を
中
心
に
、
事

業
者
に
対
し
て
、
ご
み
減
量
化
を
含
め
た

適
正
排
出
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、

ピ
ッ
ト
入
口
で
の
搬
入
ご
み
の
内
容
検
査

等
に
よ
り
排
出
の
状
況
を
確
認
し
、
搬
入

ご
み
の
中
に
資
源
化
で
き
る
も
の
が
含
ま

れ
て
い
た
場
合
は
、
資
源
化
を
指
導
す
る

な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　
事
業
系
ご
み
の
排
出
抑
制
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
市
内
の
事
業
所
や
飲
食
店
関
係
団

体
へ
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
る
協
力
を

求
め
る
と
と
も
に
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
で

広
報
啓
発
を
行
う
ほ
か
、
許
可
業
者
へ
の

指
導
等
を
行
っ
て
い
く
。

　
議
員　
成
年
後
見
制
度
は
、
財
産
管
理

や
日
常
生
活
な
ど
に
お
い
て
判
断
能
力
が

不
十
分
で
あ
る
方
を
保
護
・
支
援
す
る
制

度
で
あ
り
、
悪
質
商
法
に
よ
る
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る
な
ど
の
効
果

も
期
待
で
き
る
。
認
知
症
高
齢
者
や
知
的

障
害
者
・
精
神
障
害
者
も
含
め
た
成
年
後
見

制
度
の
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

を
実
施
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
成
年
後
見
制
度
の
普
及
を
含
め

た
権
利
擁
護
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
現
在

策
定
中
の
日
立
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

及
び
日
立
市
障
害
福
祉
計
画
の
中
で
重
要

課
題
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
る
と
と
も

に
、
中
核
機
関
と
し
て
の
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
も
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
議
員　
本
市
に
は
土
砂
災
害
警
戒
区
域

（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る

団
地
が
あ
る
が
、
団
地
の
上
に
山
側
道
路

の
北
伸
の
ル
ー
ト
を
通
し
て
地
形
に
変
化

を
与
え
る
こ
と
で
、
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
の

指
定
解
除
や
縮
小
と
な
る
可
能
性
に
つ
い

て
と
、
山
側
道
路
北
伸
計
画
の
検
討
状
況

を
併
せ
て
伺
い
た
い
。

　
都
市
建
設
部
長　
市
内
で
は
２
１
７
箇

所
、
約
２
６
３
０
戸
が
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン

に
指
定
さ
れ
、
そ
の
う
ち
約
20
％
、
約   

４
９
０
戸
が
著
し
い
被
害
の
恐
れ
の
あ
る

特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

　
住
民
の
安
全
・
安
心
と
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
に
は
、
現
在
の
山
側
道
路
を

北
伸
す
る
新
し
い
道
路
が
必
要
と
考
え
て

い
る
が
、
山
側
団
地
周
辺
は
崖
地
で
傾
斜

が
急
な
地
形
で
あ
る
た
め
、
長
大
な
橋
梁

や
大
規
模
な
切
土
・
盛
土
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
山
側
団
地
と
国
道
６
号
と
の

間
に
、
現
道
を
活
用
し
た
国
道
を
経
由
し

な
い
新
た
な
道
路
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。

　
山
側
道
路
北
伸
に
よ
る
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
の
指
定
解
除
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、

背
後
の
地
形
が
平
ら
に
な
る
な
ど
の
大
幅

な
変
化
が
必
要
で
あ
り
、
当
該
道
路
整
備

に
伴
う
指
定
解
除
は
非
常
に
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、

県
に
対
し
て
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
砂

防
事
業
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
の
推
進
を
要

望
す
る
と
と
も
に
、
警
戒
避
難
体
制
の
整

備
等
の
ソ
フ
ト
対
策
も
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

制
に
よ
り
取
組
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
実

行
委
員
会
の
中
に
、
来
訪
者
の
歓
迎
や
お

も
て
な
し
に
関
す
る
専
門
委
員
会
を
設
置

し
、
様
々
な
取
組
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
な
項
目
と
し
て
は
、
土
産
品
の

選
定
・
開
発
を
始
め
、
飲
食
店
や
特
産
品

な
ど
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

や
競
技
会
場
に
お
け
る
特
産
品
の
販
売
、

宿
泊
施
設
確
保
の
た
め
の
調
整
や
地
元
の

食
材
を
取
り
入
れ
た
食
事
の
提
供
な
ど
で

あ
り
、
多
方
面
に
わ
た
る
お
も
て
な
し
の

取
組
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
市
の
観
光
資
源
を
周
遊
バ
ス

な
ど
で
巡
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

お
も
て
な
し
の
取
組
の
一
つ
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
会
社
な
ど
民
間
事
業

者
が
実
施
し
て
い
る
市
内
観
光
プ
ラ
ン
の

活
用
も
含
め
た
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、

食
事
や
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
組
み
合
わ
せ
た

企
画
、
事
前
の
Ｐ
Ｒ
や
案
内
方
法
な
ど
も

含
め
て
、
今
後
の
本
市
の
交
流
人
口
の
拡

大
に
つ
な
が
る
取
組
と
な
る
よ
う
進
め
て

い
き
た
い
。

　
議
員　
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
は
、

現
在
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
東
海
第
二

発
電
所
の
再
稼
働
を
申
請
し
て
い
る
が
、
安

全
対
策
費
な
ど
の
補
修
費
用
に
１
７
４
０
億

円
を
要
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
廃
炉
積
立

金
は
現
時
点
で
１
６
１
３
億
円
不
足
し
て

い
る
状
況
に
あ
る
。
市
が
再
稼
働
に
関
わ

　
議
員　
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
選
手
、

役
員
及
び
応
援
団
な
ど
が
本
市
へ
来
訪
す

る
茨
城
国
体
の
開
催
期
間
中
に
、
本
市
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
取
組
と
し
て
、

競
技
会
場
や
最
寄
り
駅
か
ら
市
内
の
名
所

を
め
ぐ
る
周
遊
バ
ス
を
運
行
さ
せ
て
は
ど

う
か
。
あ
わ
せ
て
、
本
市
の
多
様
な
情
報

媒
体
を
積
極
的
に
活
用
す
る
な
ど
の
取
組

も
必
要
と
考
え
る
が
、
執
行
部
の
見
解
を

伺
い
た
い
。

　
産
業
経
済
部
長　
茨
城
国
体
の
円
滑
な

開
催
・
運
営
を
図
る
た
め
、
市
民
団
体
や

関
係
団
体
、
市
内
事
業
者
な
ど
に
よ
る
実

行
委
員
会
を
組
織
し
、
全
市
的
な
推
進
体

　
議
員　
高
齢
運
転
者
の
目
の
機
能
チ
ェ

ッ
ク
や
認
知
能
力
の
検
査
な
ど
の
自
助
努

力
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
日

本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
が
公
開
し
て

い
る
高
齢
運
転
者
応
援
サ
イ
ト
を
本
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
は
、
安

全
運
転
や
事
故
防
止
の
啓
発
に
な
る
と
考

え
る
が
、
執
行
部
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
総
務
部
長　
Ｊ
Ａ
Ｆ
の
エ
イ
ジ
ド
・
ド

ラ
イ
バ
ー
総
合
応
援
サ
イ
ト
は
、
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
29
年
９
月
か
ら
公
開
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
サ
イ
ト
は
、
視
力
機
能
や
認
知
能

力
の
チ
ェ
ッ
ク
及
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
そ

の
結
果
に
応
じ
た
専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
、
高
齢
者
講
習
の
実
施
情
報
の
三
つ

の
構
成
で
、
い
つ
で
も
簡
単
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
、
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
こ

れ
か
ら
高
齢
者
と
な
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に

と
っ
て
も
安
全
運
転
に
役
立
つ
有
効
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
多
く
の
皆
様
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
案

内
を
掲
載
す
る
な
ど
し
て
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
つ

な
げ
る
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
議
員　
全
国
的
に
人
口
減
少
に
伴
う
料

金
収
入
の
減
少
や
管
路
・
施
設
の
老
朽
化

の
進
行
、
さ
ら
に
は
水
道
事
業
に
携
わ
る

技
術
職
員
の
４
割
が
50
歳
以
上
で
、
技
術

の
継
承
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
現
状

を
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
水
道
事
業
の
基
盤
強
化
を
図
る

た
め
、政
府
が
提
出
し
た
改
正
水
道
法
案
は
、

広
域
化
や
更
な
る
民
間
活
用
を
促
進
す
る

色
濃
い
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
改
正
法
案

中
の
広
域
連
携
、
官
民
連
携
の
考
え
方
に

つ
い
て
、
執
行
部
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
上
下
水
道
部
長　
本
市
の
水
道
事
業
に

お
い
て
も
全
国
的
な
課
題
と
同
様
に
、
人

口
減
少
等
に
伴
い
、
事
業
収
益
の
根
幹
で

あ
る
水
道
料
金
に
直
結
す
る
有
収
水
量
が
、

年
々
減
少
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
早
い
時
期
に
整
備
に
着
手
し

た
水
道
施
設
の
多
く
が
更
新
時
期
を
迎
え

て
お
り
、
今
後
、
施
設
の
更
新
、
耐
震
化

に
係
る
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
と

も
に
、
熟
練
し
た
技
術
職
員
の
退
職
に
伴

う
技
術
継
承
と
い
っ
た
課
題
に
も
直
面
し

て
い
る
。

　
改
正
水
道
法
案
に
は
、
水
道
事
業
を
め

ぐ
る
全
国
的
な
課
題
に
対
応
し
、
経
営
基

盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
国
や
都
道
府
県
、

市
町
村
の
責
務
の
明
確
化
、
広
域
連
携
と

官
民
連
携
の
推
進
に
関
す
る
措
置
等
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
本
市
に
お
け
る
広
域
連
携
及
び
官
民
連

携
に
つ
い
て
は
、
日
立
市
上
下
水
道
事
業

経
営
戦
略
策
定
に
当
た
っ
て
来
年
度
設
置

す
る
有
識
者
会
議
の
中
で
、
広
く
意
見
を

伺
い
な
が
ら
整
理
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
議
員　
本
市
で
は
、
人
口
減
少
に
伴
い

家
庭
系
ご
み
は
減
少
し
て
い
る
が
、
資
源

物
で
あ
る
事
業
系
ご
み
が
分
別
さ
れ
ず
に

焼
却
施
設
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
焼
却
現
場
で
の
チ
ェ
ッ
ク

体
制
の
強
化
な
ど
、
事
業
系
ご
み
の
減
量

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
生
活
環
境
部
長　
本
市
に
搬
入
さ
れ
て

い
る
事
業
系
ご
み
の
量
は
、
平
成
24
年
度

で
１
万
７
０
２
２
ト
ン
、
平
成
27
年
度
は

１
万
７
１
２
２
ト
ン
と
、
４
年
間
ほ
ぼ
横

ば
い
で
あ
る
。
茨
城
県
全
体
で
は
約
６
％

の
増
加
、
ま
た
全
国
で
は
約
１
％
の
減
少

と
、
全
国
的
に
も
事
業
系
ご
み
の
減
量
化

は
進
ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

る
事
前
了
解
条
項
の
可
否
を
判
断
す
る
場

合
に
、
こ
れ
ら
の
経
済
的
合
理
性
が
考
慮

さ
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
副
市
長　
原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い

て
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
新
規
制
基
準
に

よ
る
審
査
項
目
に
は
、
安
全
対
策
の
工
事

資
金
を
安
定
的
に
確
保
で
き
る
か
を
確
認

す
る
経
理
的
基
礎
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
再
稼
働
の
判

断
を
行
う
際
に
は
、
新
規
制
基
準
に
よ
る

審
査
結
果
や
国
の
判
断
を
踏
ま
え
る
と
と

も
に
、
住
民
の
意
見
に
し
っ
か
り
と
耳
を

傾
け
、
県
や
関
係
自
治
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

　
議
員　
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
児
童

生
徒
が
年
々
増
加
し
て
い
る
中
で
、
市
立

の
特
別
支
援
学
校
と
し
て
の
今
後
の
存
続

に
関
す
る
方
針
の
考
え
方
の
ほ
か
、
特
別

支
援
学
校
教
諭
資
格
取
得
者
の
優
先
配
置

な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
対
策
や
、
老
朽
化
や

狭
あ
い
化
の
著
し
い
校
舎
の
建
て
替
え
な

ど
の
ハ
ー
ド
面
の
対
策
に
つ
い
て
、
執
行

部
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
教
育
長　
日
立
特
別
支
援
学
校
の
県
へ

の
移
管
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
県
教
育

庁
と
協
議
を
重
ね
、
平
成
27
年
度
か
ら
は

毎
年
要
望
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も
、

資
格
取
得
者
の
優
先
配
置
と
併
せ
て
、
本

市
の
要
望
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

　
一
方
で
、
当
学
校
は
本
市
の
特
別
支
援

教
育
の
中
心
的
な
機
能
を
有
し
て
お
り
、

本
市
に
お
け
る
存
在
価
値
と
意
義
は
極
め

て
大
き
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
の
校
舎
は
昭
和
50
年
に
建
設
し
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
耐
震
補
強
な
ど
の
工

事
を
進
め
て
き
た
が
、
建
設
後
40
年
以
上

が
経
過
し
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

児
童
生
徒
の
よ
り
良
い
生
活
環
境
や
学
習

環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
大
規
模
な

改
修
や
建
て
替
え
な
ど
が
必
要
な
時
期
に

来
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
近
年
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
児
童
生
徒
数
の
増
加
に

伴
う
当
面
の
対
応
と
し
て
は
、
来
年
度
に

向
け
て
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
の
増
築
を
進
め
て

い
る
。

　
今
後
は
、
県
へ
の
移
管
に
関
す
る
情
勢

を
見
据
え
な
が
ら
も
、
教
室
の
不
足
等
に

対
す
る
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
る
観
点
か

ら
、
校
舎
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

塚
田
明
人 

議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

茨
城
国
体
の
開
催
と

　
　
　
　
　
　  

交
流
人
口
の
拡
大

日
本
原
電
の
財
務
状
況

石
井
仁
志 

議
員

（
ひ
た
ち
未
来
）

日
立
特
別
支
援
学
校
の
運
営

伊
藤
智
毅 

議
員

（
ひ
た
ち
未
来
）
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様々な事業に活用されている「ふるさと寄附金」

込
み
と
返
礼
品
全
体
に
占
め
る
家
電
品
の

割
合
、
返
礼
品
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　
財
政
部
長　
国
か
ら
の
通
知
を
受
け
、

平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
、
返
礼
品
の
割

合
を
寄
附
金
の
３
割
以
下
と
す
る
こ
と
と

し
た
。
ま
た
、
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
の
特

産
品
と
し
て
家
電
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
に
見
直
し

を
完
了
す
る
旨
を
国
に
報
告
し
た
が
、
今

後
の
国
の
動
向
等
を
注
視
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
寄
附
金
の
使
い
道
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
度
か
ら
、
寄
附
金
か
ら
返

礼
品
に
要
す
る
委
託
料
を
差
し
引
い
た
額

を
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
、
翌
年
度

の
予
算
編
成
に
お
い
て
、
寄
附
の
際
に
選

択
い
た
だ
い
た
福
祉
の
充
実
、
生
活
環
境

の
向
上
な
ど
六
つ
の
活
用
方
針
に
沿
っ
た

事
業
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
充
当
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
平
成
29
年
12
月
10
日
現
在
の
寄
附
額
は

約
11
億
７
０
０
０
万
円
で
、
年
度
末
に
は
、

今
回
増
額
補
正
し
た
額
に
達
す
る
と
見
込

ん
で
い
る
。
返
礼
品
に
お
け
る
家
電
品
の

割
合
は
、
平
成
28
年
度
の
実
績
で
、
返
礼

品
数
２
万
４
１
９
３
点
の
う
ち
約
54
％
で

あ
る
。

　
返
礼
品
に
つ
い
て
は
特
産
品
Ｐ
Ｒ
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
地
場
の
特
産
品
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
本
市
へ
の
来
訪
を
促
す
よ
う
な
体
験

型
を
含
め
て
、
本
市
の
知
名
度
や
魅
力
を

更
に   

Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
、
関
係
団
体
と

協
議
し
て
い
く
。

　
議
員　
ま
ち
な
か
空
き
店
舗
活
用
事
業

補
助
の
補
正
の
概
要
と
、
事
業
に
お
け
る

出
店
エ
リ
ア
の
計
画
及
び
期
待
さ
れ
る
効

果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
産
業
経
済
部
長　
本
事
業
は
、
市
内
の

駅
前
商
店
街
や
商
業
地
域
な
ど
の
空
き
店

舗
へ
の
出
店
に
対
し
て
、
開
業
に
必
要
な

店
舗
の
改
装
や
設
備
購
入
な
ど
の
初
期
投

資
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。
当

初
予
算
で
は
２
件
分
の
補
助
を
見
込
ん
で

い
た
が
、
平
成
29
年
５
月
か
ら
事
業
者
を

公
募
し
た
と
こ
ろ
、飲
食
店
、雑
貨
店
、ス
ー

パ
ー
な
ど
５
件
の
出
店
が
見
込
ま
れ
た
こ

と
か
ら
、
必
要
額
を
増
額
補
正
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
出
店
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
市
内
の   

Ｊ
Ｒ
各
駅
か
ら
お
お
む
ね
半
径
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
内
、
又
は
都
市
計
画
法
に
よ

る
用
途
地
域
が
商
業
地
域
、
近
隣
商
業
地

域
と
な
る
エ
リ
ア
を
対
象
に
取
組
を
進
め

て
い
る
。

　
商
業
地
域
な
ど
の
エ
リ
ア
に
新
た
な
出

店
を
促
す
こ
と
で
、
空
き
店
舗
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
開
け
、
商
店
街
と
し
て
の
商
業
機

能
の
再
生
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
が
図
ら
れ

る
と
と
も
に
、
商
店
街
組
織
の
強
化
や
、

市
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
地
域
に
根
差

し
た
小
売
店
の
出
店
を
促
す
効
果
が
期
待

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
議
員　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
い
て
、

返
礼
品
等
に
関
す
る
総
務
省
か
ら
の
指   

導
へ
の
対
応
方
針
の
ほ
か
、
寄
附
金
の
使

い
道
に
関
す
る
ル
ー
ル
、
今
後
の
収
入
見

　
議
員　
要
保
護
・
準
要
保
護
児
童
生
徒

に
対
す
る
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
等

の
支
給
単
価
に
つ
い
て
、
小
中
学
校
そ
れ

ぞ
れ
の
引
上
げ
額
、
支
給
時
期
、
支
給
人

数
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
教
育
部
長　
国
は
平
成
29
年
度
か
ら
、

要
保
護
児
童
生
徒
に
対
す
る
新
入
学
児
童

生
徒
学
用
品
費
等
の
補
助
単
価
を
小
学
生

は
２
万
４
７
０
円
か
ら
４
万
６
０
０
円
に
、

中
学
生
は
２
万
３
５
５
０
円
か
ら
４
万   

７
４
０
０
円
に
引
き
上
げ
た
。

　
こ
の
決
定
を
受
け
、
要
保
護
児
童
生
徒
に

準
じ
て
就
学
援
助
を
行
っ
て
き
た
準
要
保
護

児
童
生
徒
に
つ
い
て
も
支
給
額
に
差
が
生
じ

な
い
よ
う
、
平
成
29
年
度
か
ら
支
給
単
価
を

同
額
に
引
き
上
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
入
学
時
に
用
意
す
る
学
用
品
な

一
般
会
計
補
正
予
算

商
店
街
活
性
化
事
業
費

一
般
会
計
補
正
予
算

就
学
援
助
事
業
費

一
般
会
計
補
正
予
算

観
光
宣
伝
事
業
費

ど
は
入
学
前
に
購
入
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
30
年
度
の
就
学
予
定
者
か

ら
、
入
学
前
の
３
月
中
に
前
倒
し
を
し
て

支
給
す
る
こ
と
と
し
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
く
。

　
な
お
、
入
学
前
支
給
の
対
象
者
数
は
、

小
学
生
は
約
60
人
、
中
学
生
は
約
90
人
を

見
込
ん
で
い
る
。

　
議
員　
市
営
住
宅
に
お
け
る
退
去
に
伴

う
敷
金
返
還
金
を
増
額
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
退
去
の
見
込
み
件
数
と
退
去
理
由
、

市
内
と
市
外
の
転
居
割
合
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　
保
健
福
祉
部
長　
本
市
で
は
、
市
営
住

宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用
計
画
に
基
づ
き
老
朽

化
し
た
住
宅
の
用
途
廃
止
事
業
を
進
め
て
お

り
、
そ
れ
に
伴
う
住
み
替
え
や
一
般
の
退
去

者
が
増
加
し
て
い
る
。
年
度
当
初
の
退
去
見

込
み
２
０
６
件
を
73
件
増
の
２
７
９
件
と
見

直
し
た
こ
と
に
伴
い
、
住
宅
敷
金
退
去
者
返

還
金
を
増
額
し
た
。

　
今
年
度
上
半
期
に
退
去
し
た
１
５
８
件

の
退
去
理
由
に
つ
い
て
は
、
新
築
や
中
古

住
宅
の
購
入
な
ど
住
宅
取
得
に
よ
る
も
の

が
約
25
％
、
用
途
廃
止
に
伴
う
住
み
替
え

が
約
20
％
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
借
家
へ
の
転

居
が
約
15
％
で
あ
り
、
そ
の
他
の
理
由
は
、

名
義
人
の
死
亡
や
福
祉
施
設
へ
の
入
所
な

ど
で
あ
る
。

　
退
去
後
の
市
内
・
市
外
の
転
居
割
合

は
、
市
内
が
約
８
割
で
、
約
２
割
が
市
外

で
あ
る
。

　議案質疑とは、提案された議案（２面に掲載）に対して、
疑問点や不明確な点などを執行部に聞くことです。
　12月定例会では、4人の議員が12月13日に議案質疑
を行いました。その質問と答弁を要約して、一部を掲載い
たします。

議案質疑議案質疑

7
議 案 質 疑



Cou n c i l  N ew s  V o l . 2 0 3

込
み
と
返
礼
品
全
体
に
占
め
る
家
電
品
の

割
合
、
返
礼
品
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　
財
政
部
長　
国
か
ら
の
通
知
を
受
け
、

平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
、
返
礼
品
の
割

合
を
寄
附
金
の
３
割
以
下
と
す
る
こ
と
と

し
た
。
ま
た
、
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
の
特

産
品
と
し
て
家
電
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
に
見
直
し

を
完
了
す
る
旨
を
国
に
報
告
し
た
が
、
今

後
の
国
の
動
向
等
を
注
視
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
寄
附
金
の
使
い
道
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
度
か
ら
、
寄
附
金
か
ら
返

礼
品
に
要
す
る
委
託
料
を
差
し
引
い
た
額

を
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
、
翌
年
度

の
予
算
編
成
に
お
い
て
、
寄
附
の
際
に
選

択
い
た
だ
い
た
福
祉
の
充
実
、
生
活
環
境

の
向
上
な
ど
六
つ
の
活
用
方
針
に
沿
っ
た

事
業
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
充
当
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
平
成
29
年
12
月
10
日
現
在
の
寄
附
額
は

約
11
億
７
０
０
０
万
円
で
、
年
度
末
に
は
、

今
回
増
額
補
正
し
た
額
に
達
す
る
と
見
込

ん
で
い
る
。
返
礼
品
に
お
け
る
家
電
品
の

割
合
は
、
平
成
28
年
度
の
実
績
で
、
返
礼

品
数
２
万
４
１
９
３
点
の
う
ち
約
54
％
で

あ
る
。

　
返
礼
品
に
つ
い
て
は
特
産
品
Ｐ
Ｒ
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
地
場
の
特
産
品
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
本
市
へ
の
来
訪
を
促
す
よ
う
な
体
験

型
を
含
め
て
、
本
市
の
知
名
度
や
魅
力
を

更
に   

Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
、
関
係
団
体
と

協
議
し
て
い
く
。

　
議
員　
ま
ち
な
か
空
き
店
舗
活
用
事
業

補
助
の
補
正
の
概
要
と
、
事
業
に
お
け
る

出
店
エ
リ
ア
の
計
画
及
び
期
待
さ
れ
る
効

果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
産
業
経
済
部
長　
本
事
業
は
、
市
内
の

駅
前
商
店
街
や
商
業
地
域
な
ど
の
空
き
店

舗
へ
の
出
店
に
対
し
て
、
開
業
に
必
要
な

店
舗
の
改
装
や
設
備
購
入
な
ど
の
初
期
投

資
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。
当

初
予
算
で
は
２
件
分
の
補
助
を
見
込
ん
で

い
た
が
、
平
成
29
年
５
月
か
ら
事
業
者
を

公
募
し
た
と
こ
ろ
、飲
食
店
、雑
貨
店
、ス
ー

パ
ー
な
ど
５
件
の
出
店
が
見
込
ま
れ
た
こ

と
か
ら
、
必
要
額
を
増
額
補
正
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
出
店
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
市
内
の   

Ｊ
Ｒ
各
駅
か
ら
お
お
む
ね
半
径
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
内
、
又
は
都
市
計
画
法
に
よ

る
用
途
地
域
が
商
業
地
域
、
近
隣
商
業
地

域
と
な
る
エ
リ
ア
を
対
象
に
取
組
を
進
め

て
い
る
。

　
商
業
地
域
な
ど
の
エ
リ
ア
に
新
た
な
出

店
を
促
す
こ
と
で
、
空
き
店
舗
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
開
け
、
商
店
街
と
し
て
の
商
業
機

能
の
再
生
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
が
図
ら
れ

る
と
と
も
に
、
商
店
街
組
織
の
強
化
や
、

市
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
地
域
に
根
差

し
た
小
売
店
の
出
店
を
促
す
効
果
が
期
待

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
議
員　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
い
て
、

返
礼
品
等
に
関
す
る
総
務
省
か
ら
の
指   

導
へ
の
対
応
方
針
の
ほ
か
、
寄
附
金
の
使

い
道
に
関
す
る
ル
ー
ル
、
今
後
の
収
入
見

　
議
員　
要
保
護
・
準
要
保
護
児
童
生
徒

に
対
す
る
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
等

の
支
給
単
価
に
つ
い
て
、
小
中
学
校
そ
れ

ぞ
れ
の
引
上
げ
額
、
支
給
時
期
、
支
給
人

数
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
教
育
部
長　
国
は
平
成
29
年
度
か
ら
、

要
保
護
児
童
生
徒
に
対
す
る
新
入
学
児
童

生
徒
学
用
品
費
等
の
補
助
単
価
を
小
学
生

は
２
万
４
７
０
円
か
ら
４
万
６
０
０
円
に
、

中
学
生
は
２
万
３
５
５
０
円
か
ら
４
万   

７
４
０
０
円
に
引
き
上
げ
た
。

　
こ
の
決
定
を
受
け
、
要
保
護
児
童
生
徒
に

準
じ
て
就
学
援
助
を
行
っ
て
き
た
準
要
保
護

児
童
生
徒
に
つ
い
て
も
支
給
額
に
差
が
生
じ

な
い
よ
う
、
平
成
29
年
度
か
ら
支
給
単
価
を

同
額
に
引
き
上
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
入
学
時
に
用
意
す
る
学
用
品
な

ど
は
入
学
前
に
購
入
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
30
年
度
の
就
学
予
定
者
か

ら
、
入
学
前
の
３
月
中
に
前
倒
し
を
し
て

支
給
す
る
こ
と
と
し
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
く
。

　
な
お
、
入
学
前
支
給
の
対
象
者
数
は
、

小
学
生
は
約
60
人
、
中
学
生
は
約
90
人
を

見
込
ん
で
い
る
。

　
議
員　
市
営
住
宅
に
お
け
る
退
去
に
伴

う
敷
金
返
還
金
を
増
額
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
退
去
の
見
込
み
件
数
と
退
去
理
由
、

市
内
と
市
外
の
転
居
割
合
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　
保
健
福
祉
部
長　
本
市
で
は
、
市
営
住

宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用
計
画
に
基
づ
き
老
朽

化
し
た
住
宅
の
用
途
廃
止
事
業
を
進
め
て
お

り
、
そ
れ
に
伴
う
住
み
替
え
や
一
般
の
退
去

者
が
増
加
し
て
い
る
。
年
度
当
初
の
退
去
見

込
み
２
０
６
件
を
73
件
増
の
２
７
９
件
と
見

直
し
た
こ
と
に
伴
い
、
住
宅
敷
金
退
去
者
返

還
金
を
増
額
し
た
。

　
今
年
度
上
半
期
に
退
去
し
た
１
５
８
件

の
退
去
理
由
に
つ
い
て
は
、
新
築
や
中
古

住
宅
の
購
入
な
ど
住
宅
取
得
に
よ
る
も
の

が
約
25
％
、
用
途
廃
止
に
伴
う
住
み
替
え

が
約
20
％
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
借
家
へ
の
転

居
が
約
15
％
で
あ
り
、
そ
の
他
の
理
由
は
、

名
義
人
の
死
亡
や
福
祉
施
設
へ
の
入
所
な

ど
で
あ
る
。

　
退
去
後
の
市
内
・
市
外
の
転
居
割
合

は
、
市
内
が
約
８
割
で
、
約
２
割
が
市
外

で
あ
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

住
宅
管
理
経
費

議会は、定例、又は臨時に、ある一定の期間だけ開かれます。
定期的に開く「定例会」は、３月、６月、９月、12月の年４回です。

定例会の流れは次の通りです。

開　　　会1

会 期 決 定2

議 案 説 明3

一般 質 問4

議案 質 疑5

委員会付託6

委員会審査7

委員長報告8

討　　　論9

表　　　決10

閉　　　会11

議案に関係なく、市政全般につい
て市長など執行機関の考え、方針
について質問することです。

議案について、不明確な点や詳し
く知りたい点を市長などに質問す
ることです。

議員席に設置された電子採決シス
テムのボタンを押すと、壁面モニ
ターにその結果が表示されます。

議案等をより専門的、能率的に審
査するため、議決に先立って担当
の常任・特別委員会に審査を委ね
ることです。

委員会での表決結果や意見・要望
をまとめて、本会議で報告します。

議案等について、議員が賛否の意
思を明らかすることをいいます。
この表決の結果を議決といい、議
会の意思決定となります。

壁面モニター

電子採決システム

QQ
AA

QQ
AA

議会はいつ開かれているのですか？

定例会はどのような流れで進められるのですか？

市議会市議会 QQ AA&&市議会市議会

8
議 案 質 疑 ・ 市 議 会 Q & A
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7階

会議室

議　場

会議室

全
員
協
議
会
室

委
員
会
室

委
員
会
室

議　会
応接室
議　会
図書室

議　会
資料室

議
員
控
室

議
員
控
室

正副議長室

議会事務局

議員
控室

南側

北側

◆携帯電話・スマートフォン等の電源は
お切りください。
◆傍聴席では静粛にしてください。
◆傍聴席での飲食はご遠慮ください。
◆議場で写真等を撮影する場合は許可が
必要です。

【問い合せ先】
議会事務局　☎0294-22-3111（内線371、372）
　　　　　　IP電話 050（5528）5113（直通）

新しい議場で議会を傍聴しませんか

■本会議開催日は、議場の
南側にあるラウンジでも
モニターを通じて会議の
様子をご覧いただけます
（飲みものの自動販売機
があります）。

■議場には、傍聴席が65席（う
ち親子席３席、車椅子席２席）
あります。
■本会議を傍聴するときは議場
の傍聴入口で、氏名、住所など
を受付簿に記入してください。
■本会議傍聴の際は、庁舎南側
のエレベーターを御利用くだ
さい。

本会議はどなたでも傍聴することができます。ぜひお越しください。

モニター

傍聴席

ラウンジ

傍聴の際は次の事項をお守りください ２
月
28
日 

㈬ 

開
会

３
月
１
日 

㈭ 

議
会
運
営
委
員
会

　
　

5
日 

㈪ 

会
派
代
表
質
問

　
　

6
日 

㈫ 

一
般
質
問
、
議
会
運
営
委
員
会

　
　

7
日 

㈬ 

一
般
質
問

　
　

8
日 

㈭ 

議
案
質
疑

　
　

9
日 

㈮ 

常
任
委
員
会

　
　

12
日 

㈪ 

常
任
委
員
会

　
　

13
日 

㈫ 

常
任
委
員
会

　
　

14
日 

㈬ 

幹
線
道
路
整
備
促
進
特
別
委
員
会

　
　

15
日 

㈭ 

議
会
運
営
委
員
会

　
　

16
日 

㈮ 

閉
会

※

日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

3
月
定
例
会
の
予
定

次
回

◎委員会の傍聴については、議会事務局に
　お問い合わせください。

親子席（奥）／車椅子席（手前）
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傍傍 聴聴 者者 のの 声声 12月12日に第４回市議会定例会の一般質問を傍聴しま
した。受付で配布された資料には議員８名の質問項目が掲
載されており、それを見ただけで活発な議会活動が行われ
ていることが分かりました。
東海第二原発の再稼働問題や日本原電の財務状況などの
質問では、議員の皆さんが情報を細かく整理して質問され
ており、その内容に感心するとともに共感できる部分もあ
りました。
市民の皆さんにも、ぜひ新しくなった議場を訪れていた
だき、本会議を傍聴してほしいと思います。塙山町

西村　和文

議 会 日 誌議 会 日 誌 （10月～12月）

10月
２日：茨城県市議会議長会
４日：議会運営委員会、議会報編集委員会
12日：県北市議会議長会
11～13日：教育福祉委員会行政視察
17～19日：総務産業委員会行政視察
24～26日：環境建設委員会行政視察
25日：茨城県市議会議長会

11月
６～７日：茨城県市議会議長会議員研修会
９～10日：幹線道路整備促進特別委員会
　　　　　行政視察
15～16日：全国市議会議長会研究フォーラム
22日：総務産業委員会、教育福祉委員会、
　　　環境建設委員会
27日：議会運営委員会
30日：議会運営委員会

12月
４日：議会運営委員会
７日：第４回市議会定例会開会（議案説明）、
　　　幹線道路整備促進特別委員会、
　　　議会運営委員会
11日：本会議（議案説明、一般質問）、
　　　議会運営委員会
12日：本会議（一般質問）
13日：本会議（議案質疑、委員会付託）、
　　　議会報編集委員会
14日：総務産業委員会、教育福祉委員会、
　　　環境建設委員会
18日：幹線道路整備促進特別委員会
19日：議会運営委員会
20日：第４回市議会定例会閉会
　　　（各委員長報告、表決）、

議会運営委員会

※この「日立市議会だより」は再生紙を使用しています。

ケーブルテレビ 

ホームページ

JWAY（11ch）
で生中継

ＦＭラジオ
ＦＭひたち（８２．２ＭＨｚ）
で生中継

インターネット生中継と録画放送
※録画放送は、会議の日の約１週間後から
　視聴できます。

検　索検　索日立市議会

３月定例会中に行われる市長の施政方針【２月２８日（水）】、
会派代表質問【３月５日（月）】、一般質問【３月６日（火）・７日（水）】
の生中継を予定しています。

議会中継のご案内

　ホームページには、定例会における一般質問の質問項目、
審議された議案の議決結果などを掲載しています。
　過去に発行した「日立市議会だより」もご覧いただけます。

日立市議会ホームページをご覧ください日立市議会ホームページをご覧ください

市議会定例会を
傍聴して

※本会議の会議録は、ホームページのほか、市役所内情報センター、市立図書館で
　ご覧いただけます。なお、今定例会の会議録は、２月下旬に発行する予定です。

検　索検　索日立市議会
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